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遊びの中で子どもは育つ 
－子どもの『遊び』を大切に
した子育て・保育－ 

平成 28 年度開催「乳幼児期の子
育ち・子育て出前講座」より抜粋 
（講師 河邉貴子氏、H28.4.23開催） 

 

子どもは遊びの中で学ぶ 

ある保育園に行った時、年長の

子が砂場で型抜きをして遊んで

いました。近くにある水を貯めた

たらいから水をすくっていたの

ですが、その様子をじっと見てい

たよちよち歩きの子がまねをし

始めました。 

道具を一つとって水をすくっ

てみましたが、うまく水をすくえ

ませんでした。その瞬間、１歳 

ぐらいのその子は、「えっ～」と

いう顔をして、「お兄ちゃんはち

ゃんと水をすくっていたのに、な

んで私はできないの。」という表

情を見せました。それから、もう

１回やってみる。それを１０回ぐ

らい試しました。「ジャー」と水

が出るのも楽しい。でも、はたと

我に返って、別の道具を取りに行

きました。 

まねることは学ぶ語源ですが、

子どもは学ぶ時にまねるのです。

よ～く見てまねをしながら、子ど

もは「あー、ちょっと違うな」「な

るほどこうか」ということを発見

しています。それが遊びの中にた

くさんあるのだと思います。子ど

もは遊びの中からたくさんのこ

とを学んでいます。実は、そこで

の学びが私たちの人生の土台に

なっているのです。 

心を寄せる 

ある幼稚園の５歳児です。幼稚

園にある望遠鏡で野鳥を発見し

ました。友だちに望遠鏡を貸して、

「ねぇ、見えるでしょう」と言っ

ているのです。見ているのは一人

の友だちですが、本人、周りの友

だち、みんなが同じ方向に心を寄

せています。これはすごく大事な

ことです。 

今、熊本ですごく大変なことが

起きています。自分たちの身には

起きていない。しかし、きっと大

変だろうとまなざしを熊本の方

に向けています。自分には見えて

いないけれども見えている人に

心を寄せているというのは、おと

なになってからそういう心持ち

につながってきます。 

今の子どもたちは・・・ 

今の子どもたちは、「生活習慣

が丌規則である。」「コミュニケー

ションが丌足している。」「我慢す

る心が丌足している。」「運動能力

が低下している。」など、いろい

ろな力が欠けていると言われて

います。２０年前から言われてい

ることです。 

これは、幼児を対象にした調査

で明らかになったものですが、子

どもが悪いわけではありません。

社会の仕組みが変わってきたこ

とで、子どもが思う存分試したり、

運動したり、遊んだりする経験が

尐なくなったので、運動能力が低

下するのは当然です。遊びは、や

りたいことだけやっているので

幼児期の教育についての研究から見えた 

子どもが学び、育つために大切なこと 
乳幼児期の子どもは、遊びの中からたくさんのことを学びます。 
それは、その後の学びの基礎になっていくことでしょう。 
そして、子どもの「学び」「育ち」を支えるのは、子どもを見るおとなの「まなざし」ではない
でしょうか。 
第 12 号では、子どもの「学び」「育ち」にかかわる２つの講演内容を紹介します。 
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はなく我慢も必要ですから、遊び

が丌足すればそういう気持ちも

丌足します。 

多くの場合、友だちと遊びます

ので、コミュニケーション能力も

昔の人に比べてしまえば、丌足し

てしまいます。 

こういった困った状況を解消

しようとすると、やっぱり子ども

に自由な時間と自由な空間、それ

から自由な意志が尊重される遊

びが必要だと考えます。 

昔の遊び 

昭和３０年代ぐらいは、野原を

駆け回ったり、草花を摘んだりし

て生活と遊びが結びついていま

した。生活の中で、子どもはおと

なに見守られていました。 

 生活や遊びや労働が常に一緒

くたで、その中で子どもたちはお

となの様子を見てまねながら、生

活に必要な知恵や技術を学んで

いました。 

 ５０年もの間に生活は便利に

なりました。しかし、生活の便利

さと引き換えに、本当に必要な知

恵や技術というものを見て学ぶ

ことができる経験がほとんどな

くなってしまったのです。 

教えられ続けると 

学ぶ意欲は低下する 

 今は、教えられて学ぶことが多

いです。ところが教えられ続ける

と学ぶ意欲は低下します。 

 今、日本の子どもたちは、中学

生ぐらいになってくると、一日の

家庭学習の時間は平均１５分で

す。あとはどうしているのでしょ

うか。塾に行っているのです。自

ら学んで自ら考えることが、２４

時間のうちのたった１５分です。

あとは、常に教えられている生活

になっています。だから伸び悩ん

でいるのではないかと思います。

何となく、そんな気がしています。   

これは、世界中の比較調査でも

明らかになっていることですが、

日本の中・高校生の自己肯定感は

どこの国よりも低いです。 

それに比べ、アメリカの子ども

の自己肯定感が高く、小さい時か

ら「Good Boy」「Good Job」と言

われ続けているので、「僕は何で

もできるんだ。」と思っています。  

ところが、日本の子どもは、ど

こかで自ら決めることが許され

なくなってきていて、比較の中で

生活するようになっています。だ

から、どうしても自己肯定感が低

くなってしまうのだと思います。

自己肯定感が低くなると、自分が

やりたいものを積極的にやると

いうのが低くなるのは当然です。

ですから、自己肯定感はずっと維

持していきたい訳です。 

遊びを通して自己肯定感が 

高まっていく 

例えば、お金がたくさんあった

としても、自己肯定感が低かった

ら多分幸せではありません。だか

ら、いつも満足して嬉しいなとい

う気持ちで一生暮らしてほしい

と思っています。そのために、人

生最初の１ページである乳幼児

期には、特に遊びの中で「楽しい

な」という気持ちや自己肯定感が

高まっていく状態に持っていっ

てあげたいものです。富士山みた

いに裾野が広ければ頂点が高い

のと同じです。裾野が狭いと頂点

がぐらぐらしてしまうので、その

裾野を広げるのに、遊びの体験は

すごく必要ではないかと思います。 

私からの提案ですけど、今、子

どもが置かれている状況という

のを大切にして、子どもたちが誰

かとかかわりながら遊ぶ。そうい

う世界をできるだけ守ってあげ

たい。そして、守るというのは、

時間や空間だけでなく、「それ、

いいね」と共感してあげることだ

と思って、そういうまなざしを欠

くことなく守ってあげたいです。 

オーバーフローした時は 

もちろん、遊びというのは度を

超すことがあります。戦いごっこ

をしているうちに、だんだんパン

チが強くなるとか、最初は水だけ

で遊んでいたのが、友だちに水を

かけてしまうとか・・・。オーバ

ーフローする時があります。その

時は、「それちょっとやりすぎじ

ゃない」と言ってあげればいいで

す。しかし、今の状態をみている

と、オーバーフローする前に止め

てしまうことがどうしても多く

なっています。「自分の家はよく

ても、よそのお子さんに迷惑をか

けてはいけない。」という気持ち

から、オーバーフローする前に止

めてしまうのだと思います。本当

は、世の中全体がもっとおおらか

になればいいのですが。 

オ－バーフローは、遊びがちょ

っとつまらなくなったり、どうし

ていいかわからなくなったりす

ると起こります。それを見逃すこ

とも絶対にいけないですし、それ

がなぜいけないのかということ

も言わずに怒るのもいけません。

オーバーフローした時の声のか

け方を工夫するといいと思いま

す。お家では、なかなか難しいと

ころがありますが、幼稚園や保育

園は、保育士さんがいて、プロフ

ェッショナルがいる場所ですの

で、そうやって介入してくれるで

しょう。 

楽しいから納得するまでやる 

 そもそも遊びは何かというと、

自分からやること、楽しいからや

ることではないでしょうか。自分

からやる、楽しいからやる、だか

ら納得いくまでやることなので

す。同じ事をやり続けるのです。

もう１回、もう１回と何度も言っ

て、繰り返しやるのです。繰り返

しやりながら尐しずつやり方も

変えています。それをおとなが見

ると、「自分の全力を発揮してい

るな。」「自分の能力をさらに高め

ようとしているな。」と思うので

す。それがおとなから見たまなざ

しです。子どもがやっていること

を共感の目で一緒に見て、「十分

に好きなようにやっていいんだ

よ。」と共感してあげる。実はそ

れで「自分は愛され守られている

んだな」ということを子どもが感

じるのです。 
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「自分がやっていることは素

敵なんだ」ということをお父さん

お母さんが思ってくれている。こ

れは、子どもにとって何より嬉し

いことです。 

～遊びとは～ 

□自発性（自分からやる） 

□自己報酬性（楽しいからやる） 

□自己完結性（納得がいくまでやる） 

遊びの中で大事なのは 

１自然とのかかわり 

私たちの体は自然でできてい

ます。だから、子どもは自然へ自

然へと行きます。自分の本体と近

いものです。本当は自然に近い方

が体に良いことなので、子どもは

それをとてもよく知っているの

です。自然とかかわる中で、「自

分からやる」「楽しいからやる」

「納得するまでやる」というのが、

子どもに一番求められているこ

とです。 

特に遊びの中では、自然とかか

わる遊びが大事です。 

自然というのは、目でもきれい

ですし、風も気持ちがいいですし、

感覚がフル稼働します。自然の中

では、感覚がハーモニーを起こす

みたいにフル稼働します。２歳ぐ

らいの子どもでも、桜の花びらが

散ると「わぁ～」と言い、嬉しく

なります。１歳の子どもでも、風

がほっぺたをなでると幸せそう

な顔をします。自然の中には、偶

然や発見、探求がたくさんありま

す。探検ごっこや草で遊ぶのは、

そこにいろいろな発見があるか

らだと思うのです。私たちの体は

自然でできていますから、その体

験が原体験になります。 

２イメージの遊び 

もう一つが、イメージの遊びです。 

イメージというのは、目の前に

存在しない出来事を想像したり、

出来事の間を関係付けたりしま

す。イメージするというのは尐し

時間の概念がないとできません。

見たものを後で再現する。これは

だいたい１歳半頃から見られる

ようになると言われています。こ

れがすごく面白くて、大人のして

いることをじっと見て、後で反応

し始める時期、遅れて模倣するの

で遅滞模倣と言いますが、そうい

うことができるようになります。 

物語を紡ぎながら 

身につけている力とは 

子どもがレストランごっこを

やっていると、「待っていてくだ

さい。」と料理がなかなか出てき

ません。なぜこんなに出てこない

のかと言いますと、おとなでした

らいっぱい作っていて、注文があ

ったらパッパッとお皿についで

出します。しかし、子どもは注文

が来てから焼くふりをしている

のです。これだから時間がかかる

のです。子どもは、今、夢中にな

ると全体をどうしようかという

ところまでは、まだ気がいきませ

ん。全体はわかっていても全体を

意識しながら動くことがなかな

かできません。 

子どもは、自分の物語を作って

います。一人ひとりが人やことな

どにかかわりながら物語を作り

出しているというのが、子どもの

遊びだと思います。こういう物語

を作りながら身につけている力

があります。  

一つは、想像力です。見たこと

ものからどんどん想像する。体験

したことからどんどん広げてい

きます。 

それから遊びの中にはだんだ

んと言葉が入ってきますので、他

者に自分の気持ちを言葉で伝え

るという言語力が身につきます。  

さらに、多重成員性というのは

役割のことですけれど、例えば、

ごっこ遊びの中で、一人なんだけ

どたくさん役割を担うよという

ことをいっぱいやるのです。それ

を経験していると、おとなになっ

てからとても役に立ちます。皆さ

んもそうだと思いますが、お家に

帰ると子どものパパやママであ

り、仕事場にいくと担当があり、

ママだって地域で何かをしてい

ると他の役割を担っています。あ

るいは嫁であり妻であり、いろい

ろな役割を一人の人間は一生か

けて担います。もし一つしか役割

を担えなかったら、家から出られ

ないことになります。できれば、

いろいろな役割を担うことが嬉

しいと思って社会に貢献してほ

しいので、それがごっこ遊びの中

にたくさんあるように思います。 

社会性とセットです。イノベー

ション力、すごく大事です。それ

から知的な理解力。これも遊びの

中にあります。それから物を何か

操作する力。はさみで切ったり、

料理をするための道具を揃えた

り、ごっこ遊びには操作性がある

ものもたくさんあります。 

世界は面白さに満ちている 

「世界は面白さと喜びに満ち

ている。」と子どもは思い、そし

て、世界を変えられると思ってい

ます。大げさなことではなくてそ

う思っています。ですから、丂夕

のお願い事に、子どもはたいそう

なことを書きます。「プリキュア

になりたい。」「アナになりたい。」

など、自分はなれると信じていま

す。「なりたい」と思っているか

ら書いているのです。年齢を重ね

るごとに現実的なお願い事にな

ってきますが、子どもはもっとフ

ァンタジックであります。 

 自ら「世界」とかかわることで

自分は「世界」を変えられると思

っているのかもしれません。 

これからの教育 

２１世紀型スキルといって、

「２１世紀を生き抜く力をつけ

ていきましょう。」とこれからの

世の中が変わってきます。 

幼児教育だけでなく、小学校教

育、中学校教育もこちらの方に進

んでいます。 

２１世紀型スキルには、２つの

スキルがあります。認知スキルと

非認知スキルです。認知スキルと

いうのは、物事を考える力、数値

化できる力です。非認知スキルと

は、認知スキルでは計れない他の

能力のことです。皆さんの世代ぐ

らいまでは、多分偏差値教育の真

っ只中でしたから、この認知 
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スキルばかりが注目されました。 

これからは、「非認知スキルと 

のセットが大事。」という教育に 

変わってきます。小学校教育も変

わってきます。アクティブラーニ

ングと盛んに言われています。知

識を貯め込むだけでなく、知識を

使って世の中を変えていく力が

学力となっているので、アクティ

ブラーニングが大事と言われて

いるのです。「みんなと相談しな

がら問題解決していこうよ。」と

いう訳です。みなさんのお子さん

が大学受験する頃には、日本の教

育がすごく変わってくると思い

ます。その時に耐えうる力を今か

らつけたいものです。   

いっぱい遊ばせてください。一

緒に遊んでください。そうすれば

楽しい世界が広がってくると思

います。 

子どもをみつめる親のまなざし
－子どもの育ちを共感的にみつ
め、支えるために－ 
平成 28年度開催「乳幼児期の子育

ち・子育て講座」より抜粋 
（講師 髙嶋景子氏、H28.6.7開催） 

 

子ども子育て支援新制度 

昨年度から、子ども子育て支援

新制度がスタートしました。新制

度には、二つの大きな柱があります。      

一つは、保育の量の拡充で、受

け皿を増やし待機児童を解消し

ていくことが目標として掲げら

れています。ただ、それと同時に、

保育の質の改善というのももう

一つの大きな柱として位置付け

られているのです。では、保育の

質の改善とは何でしょうか。制度

的には、例えば保育者の給料を上

げる処遇改善や、子ども一人あた

りに対する保育士の数を尐し増

やしていけないかという配置基

準などのところで検討がなされ

ていますし、取り組みが始まって

います。ただ、それだけで保育の

質が改善されるのだろうかと考

えた時に、日々の子どもとのかか

わりの中で子どもにとっての「保

育の質」を探っていくことも実は

とても大事な問題です。 

乳幼児期に求められる力を 

考えていくこと 

「乳幼児期における“教育”と

は何だろうか。」「どのような教育

が求められるのか。」について、

それぞれの方が抱くイメージは

様々です。 

小学校に入る時だけの問題で

はなく、小学校以上、そして生涯

にわたって、その人の学びに向か

う姿勢というものを培っていく

育ち、学びというのはどういうも

のなのか、それが乳幼児期におい

てどのように育まれていくこと

が求められるのかを丁寧に考え

ながら、乳幼児期に求められる教

育・保育のあり方を探っていく必

要があるのではないでしょうか。 

米国の研究から見えてきたこと 

近年、OECD の報告書等では、

米国の「ペリープリスクールプロ

ジェクト」等の縦断的研究成果を

基に、乳幼児期の質の高い保育・

教育が子どもたちの知的・社会的

な発達に対して、生涯にわたって

長期的な影響を不えることが指

摘され、今注目を集めています。 

日本は、先進国の中でも乳幼児

期の保育・教育への投資が低いほ

うに属しています。しかし、国際

的には、「乳幼児期の保育・教育

へ国がきちんとお金をかけてい

くことが、結果的に、健全な社会

生活を営む（ちゃんと税金を納め

るような）おとなを育てる」こと

になると考えられるようになっ

てきているのです。 

また、ペリープリスクールプロ

ジェクトからは、それだけでなく、

もう一つ指摘されていることが

あります。それは、認知的能力と 

非認知的能力についてです。 

実は、ＩＱとか学力テストで計

れる認知的能力については、効果

が一時的なもので、長期的な成果

は得られなかったというのです。 

それに対して、肉体的・精神的

な健全さ、健康さ、根気強さ、注

意深さ、意欲、自信などの社会的

情動的な性質、いわゆる非認知的

能力については、後伸びする力と

して、その人達の将来を支えるも

のになっていると指摘されてい

ます。こういったものは、勉強に

よって身につく知識ではありま

せん。乳幼児期に育てるべき能力

として、非認知的能力は、改めて

注目されてきています。 

子どもの育ちへの期待 

ある幼稚園の３歳児クラスで、

ある日「○○グループでお弁当を

食べる」と言い張り、一緒に食べ

たそうな他の子どもを仲間に入

れずに、自分たちの仲間だけでお

弁当の席を作ってしまう子ども

の姿がありました。このような場

面を目にしたら、みなさんはどの

ように感じたり、どのようにかか

わろうとするでしょうか。 

私たちの子どもへのかかわり

の背景には、意識しているしてい

ないにかかわらず、子どもに対し

て、こういうふうに振る舞えるよ

うになってほしいという期待や、

想定している望ましさのような

ものがあるように思います。例え

ば、このような場面で、みんなが

一緒に食べられるように、仲間に

入れない子どもの気持ちを代弁

したり、両者の間をつなごうとす

るかかわりの背景には、「友だち

の気持ち、他者の気持ちがわかる

ようになってほしい。」「誰とでも

分け隔てなく遊べるような子に

なってほしい。」「『この子じゃな

いとだめ』『あの子はだめ』では

なく、色々な子に対して受容的に

受け入れるような人になってほ

しい。」「仲間に入れてと言った時

に、『いいよ』と返せるような子

になってほしい。」などの思いや

願いがあるのではないでしょう



茅ヶ崎市教育センター教育情報誌  | 学びあう響きあう 第 12号 5 

 

か。そのような子どもの育ちへの

願いや期待は、誰もが素朴に抱い

ているものだと思います。また、

子どもが成長していくうえで、色

んな他者と柔軟にかかわれるよ

うになるというのは、その子にと

って必要な力ですし、そういう育

ちを期待してかかわっていくの

は大事なことだと思います。 

ただその時に、この力というの

は、おとなが一方的に指導するこ

とで育つものなのかどうかとい

うことを振り返って考えてみる

必要があるのではないでしょうか。 

子どもが獲得すべき、それが望

ましいとされる知識・技能という

ものをおとなの側で先に想定し

てしまい、それを子どもに対して

伝えようとすることに力を注い

でしまうことは、私たちのやって

しまいがちなかかわりです。その

背後には、おそらく、それらの知

識・技能を獲得していくことが子

どもにとっての育ちであるとい

う考え方があるのではないかと

思われます。 

しかし、この考え方に立つと、

身につけることが望ましい知識

や技能を身につけたかどうか、望

ましい行動がとれるかどうかと

いう点に焦点化して子どものこ

とを見てしまいがちになってし

まいます。そこばかりが気になり、

評価的なまなざしで子どもを見

てしまうことにならないでしょ

うか。また、身についていない場

合には、私たちが望ましいと考え

る価値規範や行動様式を伝え、身

につけるための指導をしようと

する。そういう大人のかかわりに

なってしまいます。こういったか

かわりは、子どもを受け身の存在

として位置付け、子どもたちが自

ら考えたり、行動する機会を奪う

ことにもなりかねません。 

仲間に入りたそうな子がいる

場面では、「入れて」「いいよ」と

いうやりとりを単純に期待した

り、「一緒に遊んだ方が楽しいよ」

「一緒に食べた方がおいしいよ」

など、「一緒に」という姿をすぐ

に求めてしまいがちですが、それ

が本当に子どもたちの育ちにつ

ながるかかわりなのでしょうか。 

子どもに本当に身につけて 

ほしいことは 

本来、子どもがおとなになって

いく過程で身につけてほしいこ

とは、例えば、他人が使っている

ものを使いたいのであれば、「す

みません。僕もそれ使いたいので

すけど、どこに行けば手に入りま

すか」「それはどうすれば作れま

すか」と相手の状況を踏まえてた

ずねる力、「いつ使い終わります

か」と交渉する力など、その時々

の場や状況に応じて複雑な判断

や交渉をする力のはずです。それ

なのに、「貸して」「いいよ」とい

う短絡的なやりとりでことを済

ませようとするというのは、やっ

ぱりどこかでその子どもを子ど

も扱いしている大人の考え方な

のではないかと思います。借りる

側、借りられる側、仲間に入れる

側、入りたい側の子どもそれぞれ

に、その時々のその子なりの思い

や事情があるはずです。 

子どもの姿から見えてくること 

先ほどの「○○グループ」でお

弁当を食べた子どもにも、その時

の置かれた状況や思いがありま

した。その時期、尐し周囲の子ど

も達とのかかわりに難しさを感

じていた彼は、その日の午前中、

ある遊びを通して、久しぶりにじ

っくりと数人の友達とかかわれ

たのですが、彼にとっては、それ

はかけがえのない時間となり、し

かも、そのかかわりの中で、ある

子から「今日一緒に食べようね」

と誘ってもらえた喜びが、「○○

グループ」と名付け、親しみを表

現する行動につながっていたの

です。仲間と仲間でない人との線

引きは、裏を返せば、親しみを持

てる相手が見つかったり、大事に

したい関係が芽生えてきたこと

の証でもあります。そして、そう

した関係や喜びをじっくり味わ

い、安心感を持った後、逆に、自

ら、先ほど仲間に入れてあげられ

なかった相手を気遣い、さりげな

くかかわりを持ちに行く姿も見

られました。 

このように、子どもたちは、「先

生や友だちに自分が認めてもら

えているという実感」「同じ目的

に向かって取り組んでくれる相

手がいることへの嬉しさ・喜び」

「自分の思いや主張を安心して

出すことができる経験」「やりた

いことを最後までいっしょにや

り遂げられた充足感」などが持て

た結果として、その集団の中での

居場所が見つけられるようにな

ります。また、ちゃんと自分を受

け止めて、認めてもらえていると

いう感覚の中で自己肯定感も育

っていきます。「誰かと何かをと

もにすることが楽しい、嬉しい」

というところから、そこに向かお

うとする志向性が生まれてきま

すし、自分の思いや考えをわかっ

てくれる人がいるという思いか

ら他者に伝えようとする意欲も

育ってくると思います。そのよう

にして、自分がちゃんと受け入れ

られて満たされたという時に、初

めて、自分以外の人に対しての気

遣いも生まれ、行動につながって

くるのだと考えます。 

子どもの育ちを支える 

おとなのまなざし 

そうやって考えると、子どもの

育ちが保障される基盤には、ただ

単にその時の表面的な姿から、何

か改善するべき状態と捉えて、一

方向的に正しいとされることを

教えるという指導ではなく、その

子が周囲の人やもの・出来事とど

のように出会っているのか、そし

て、それがその子の育ちの過程の

中で、あるいは文脈の中で、どう

いう意味を持っているのかとい

うことを幅広い視点で捉えなが

ら寄り添うおとなのまなざしと

いうものが、子どもの経験を支え

ていくのだと思います。 

子どもが未知なる世界に一歩 

踏み出すために 

子どももおとなも自分の周りに 
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ある様々な文化的実践のそれぞ

れに興味・関心を持って主体的に

参加していくことで、結果として、

その中にある色々な知識やそこ

での社会的規範に出会っていく

のではないでしょうか。ただそれ

は、これが正解として教えられる

のではなく、その世界に参加して

いく中で必要な知として、その子

が獲得していくものです。とすれ

ば、おとなの役割というのは、教

えていくというよりは、その子が

今何に参加しようとしているの

か、何に面白さや難しさを感じて

いるのかを子どもの姿から読み

取り、対話をしながらその支えを

考えていくことです。

 

知識として知っていることと 

現実とのギャップ 

では、そのような子どもの姿を

共感的に見守ったり、読み取ろう

とするおとなのまなざしはどの

ように生まれてくるのでしょうか。 

今の社会は色々なメディアを

とおして、子育てにおいて大事な

こと、子どもの経験として大事な

ことというのは情報としてたくさ

ん発信されていて、知識としては

ご存知の方もとても多いと思います。   

しかし、それを実際に子どもと

かかわる際に保障できるかとい

うと難しい時もあるでしょう。例

えば、公園などで我が子が他のお

子さんと物の貸し借りや順番な

どで衝突した際、とっさに介入せ

ずに見守っていられるかという

と難しいことも多く、ついつい干

渉してしまうこともあると思い

ます。そのような際には、知識と

して知っていることと、現実に出

来事が起こった時の自分の行動

とのギャップに悩むこともある

のではないでしょうか。 

実は、情報として得られる知識

というのは、どこか自分と関係な

いところで生み出されている一

面もあり、あくまでも一般化され

た望ましい育児のあり方や、何か

こうあるべき像として、望ましい

ものとして一方向的に不えられ

たものとして受け止められてい

る場合、自分にとって、本当に自

分の行動を支えたり、変えてくれ

るものになり得るかというと難

しいところもあると思います。 

その一方で、保育園や幼稚園な

どの保育者をとおして語り紡が

れる子どもたちの具体的なエピ

ソードというのは、我が子の姿を

伝えてくれるものであり、しかも

そのエピソードから、子どもが自

分とは異なる意志や思い、育つ力

を持った一人の他者であるとい

うことに気づかせてくれるもの

でもあります。特に、子育てや子

どもに対する評価的なまなざし

でなく、その子のやっていること

やかかわっている世界を味わい、

喜ぶまなざしから語られるエピ

ソードは、その面白さや奥深さを

共有しながら、「～君にとって、

今の経験はどういう意味を持っ

ているのだろう」「それがどのよ

うな育ちにつながるのだろう」と

いうことを一緒に考える資源に

もなっていきます。そして、それ

が結果として、保護者にとっても、

誰かに言われた正解としてでは

なく、「これまでの自分のかかわ

りはどうだったのかな」と自らを

省みる材料となっていくと思わ

れます。たくさんの人の語りや視

点に触れながら、そうした自己内

対話をする際の自分なりの視点

を増やしていけると、子どもの姿

を見る見方も広がり、どんどん面

白くなっていくのではないでし

ょうか。 

驚きをもって子どもの姿を見る  

私たちおとなが子どもとかか 

わる時には、子どもの側からもの 

を見られるようになりたいもの

です。それは、わざわざ上から下

におりるということではありま

せん。子どもたちの持っている力

のすごさ、子どもたちのしている

ことの面白さや奥深さというも

のに驚きを持ち、発見していこう

とする、対等な人として、そのこ

とを見ていこうとすることです。

こういった私たちの姿勢という

ものが、実は、子どもとともに対

話的な関係を築くためのベース

にもなっています。 

子どもとの対話的な関係を 

築くために 
とは言え、そのように心掛けて

いけば、いつも子どもの姿の持っ

ている意味が見え、対話的な関係

が築けるかと言えば、そうとは限

りません。誰しも、子どもの姿や

その意味が見えている時もあれ

ば、見えにくくなってしまう時も

あります。見えにくくなっている

時に支えとなるものは何かいう

と、やはり、一緒にその子を見よ

うとしている周囲の保護者や保

育者などとの関係ではないでし

ょうか。どちらかがどちらかにア

ドバイス、指導、評価するという

関係ではなく、それぞれがその子

についてわかりたいという思い

を持ちながら、見えたことを互い

に共有してくことで、それぞれに

気づきやまなざしの広がりが生

まれてくると思われます。そして、

そのような周りの大人のまなざ

しの広がりが、その子がその子ら

しく生きられるような時間や環

境、そして様々な経験が保障され

ることにもつながっていきます。 

子どもたちの豊かな育ちを支え

ていくためにも、そのような周囲

の大人の対話的関係が広がってい

くことが期待されますし、そのよ

うな関係づくりを大切にしていき

たいと思います。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

       【研究研修担当】 


